
 

夏休み中のある出来事から 

校長    小澤 託  

  帰りの電車に乗って、いつもは持っていない空のランチボックスが入ったカラフルなお弁当袋を網棚に載

せて、シリーズ物の小説を読んでいました。突然、女性の手が伸びてきて、そのお弁当箱を取ろうとしました。

ランチボックスといっても保存容器（よくあるジップロック）だし、お弁当袋といっても我が

家で使い古された袋だし、正直、もし無くしてしまったり、忘れてしまったりしても、一切後

悔しない物でした…。 

しかし、持ち主を目の前に、それも堂々と取ろうとする態度が許せなく、お弁当袋をもっ

て“何やってんの？俺のなんだけど！！”と強い口調で言い、手を伸ばした先に視線を向け

ました…。 

 

“あっ、すみません。網棚に新聞とか忘れて置いてるものは捨てるんです。雑誌もあれば捨てるんです。す

みません。すみません。”と同じ内容の言葉を繰り返す 10代の女性。リュックを背負って、おそらく特別支援

学校に通っていると思われる女性でした。しまった～と思い、“ごめんね。強い口調で言ってしまって…ごめな

さいね。大丈夫？大丈夫？ こっちがちゃんと持っていれば、勘違いしなかったね～”と話すと、“オレンジの色

と青い色が好きなんです。すみません。すみません。”と何度も謝ってくれました。 

“こっちは大丈夫だから、ごめんね。頑張ってね” と言って、降りる駅の手前で一度降りてしまいました。 

 

８月、るんびにぃ美術館という、障がいのある人たちが創作した美術作品を展示している美術館に行って

きました。今や斬新なデザインで世界的に有名になったヘラルボニーというアパレル、雑貨などを販売する

会社の創業者が感銘を受け、活動の原点となった場所です。（できれば、ヘラルボニーがどんな会社なのか

を検索してほしいです！！） 

知的な障がいをもった方が、感性のまま様々な色をこれでもかというくらい使ったり、同じ形をした小さな

形を幾重にも重ねたりした画や斬新なデザイン、展示されている作品は本当に感動します！！美術館の方の

ご厚意で、作業（作品を作っている）している様子も実際に見せていただきました。作品をのぞきこんだり、近

寄って話しかけたりしないでください、と説明を受け、開かれたドアから軽く見学する感じでした。しかし、黙々

と同じ作業を繰り返し行っている様子は分かるし、集中している空気感も伝わってきました。 

 

 もしかしたら、思わず手を伸ばしてしまったのは、本当に目に入った弁当袋の色が動機だったのかもしれな

い。目に入ったその色が気になって仕方なかったとか・…真相は分かりません。しかし、障がいをもっていても

共に同じ社会を生きる一人の人に対して、自分の行動がどうだったのかを考える機会になりました。 

 ちなみに、ヘラルボニーは、「異彩を、放て。」をミッションに掲げ、ビジネスを展開する上で３つの信念を大

切にしている。①作家ファーストの徹底：障がいのあるアーティストを真の対等なパートナーとしてリスペクト

している②事業の根幹を福祉に置く：ボランティアや社会貢献活動ではなく、ビジネスとして成立させる③

「欠落」ではなく「違い・個性」に変える：障がいという言葉の枠組みを変えたいという強い想い 

 

様々な人がいる社会・地域・学校。誰もが一緒に助け合う世の中にするために、どうすればいいのだろう。 

これからの社会を担うみんな（生徒）が考えるには非常に良いテーマだと思う…。 
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１ 素直で明るい、心豊かな生徒 

２ 自ら進んで、よく学びよく働く生徒 

３ 責任を重んじ、正義と規律を尊ぶ生徒 



 

 

学校公開週間・土曜授業の参観ありがとうございました。 
 

9 月 2 日（水）から 5 日（土）までの 4 日間。学校公開週間でした。 

2 日（水）から 4 日（金）は平日で、天気があまりすぐれない状況というのもあって、参観される方の人数は

少なかったのですが、5 日（土）は、多くの保護者の皆様、近隣小学校の保護者の皆様にご来校いただきま

した。ありがとうございました。 

4 日（金）には、第三松江小学校・大杉小学校の 6 年生の児童を対象に、体験授業

を実施し中学校の授業を体験してもらいました。児童の皆さんの話を聞く態度や授

業に臨んでいる姿を見て、頼もしく思いました！！話を聞く態度、授業中に先生に質

問に答える姿、非常に素晴らしかったです！！多くの児童の皆さんが松江三中に通

いたい、と思ってもらえればうれしいです。 

また、5日（土）の午後には、学校説明会を実施し、多くの保護者の皆様に来校いた

だきました。生徒会役員や１学年役員の生徒たちが中心となって、学校の様子を映

像やスライドで使って分かりやすくまとめ、説明してくれました。途中にインタビュー

を取り入れたり、クイズ形式で会場に問いかけたりする発表は、見やすく聞きやすく

て、来場された保護者の皆さんからも好評でした！！生徒会役員・１学年役員の皆さん、ありがとうござい

ました！！ 

               

～ 合唱コンクールについて ～ 

 

年度当初からお知らせしておりますが、今年度の本校合唱コンクールにつきましては、例年、

会場として利用しておりました総合文化センターが耐震工事で使用できないため、 

葛飾シンフォニーヒルズで開催することになっております。 

 

開催は、１０月８日（木）となっております。保護者・地域の皆様にとって、

開催会場が遠くなりご迷惑をおかけすることとなりますが、諸事情をご理解い

ただきご協力ご支援をいただければ幸いです。また、生徒の会場への移動（バ

スによるピストン輸送）なども考慮し、例年とは若干、日程が変更になる可能

性があります。当日のプログラムの時間（各学級・学年の発表時間）や下校時

間など、詳細が決まりましたらご連絡いたします。ご確認の程、よろしくお願

いいたします。 

 

 

【生徒の活躍】 

 ＜剣道部＞ 

・第 17 回 江戸川区ジュニア剣道大会  

中学校 3 年男子の部 準優勝   

 ＜バレーボール部・女子＞ 

・新サマーカップ 第 3位 

・第 3回 カンファレンスリーグ 第 1 位 

＜社会を明るくする運動＞ 

標語の部  入選   

        作品 「大切に きみの人生 一度きり」 

＜人物写生コンクール＞ 

    金賞   

    銀賞   


